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兵庫県保険医協会

北播支部

ニュース
市民公開学習会を開催

（2面につづく）

 種子法廃止の影響考える

会場と話題提供者

が活発に意見交換

(写真上 )

35 人の参加者が真

剣に学習 (写真右 )

　北播支部は６月２日、小野市うるおい交流館エクラで市民公開学習会「日本

の『食』が危ない！？－種子法廃止で私たちの食べ物はどうなるの？」を開催。

話題提供者に兵庫県農林水産局農産園芸課農産班の寺尾勇人氏を迎え、会員、

市民ら 35 人が参加した。

　本学習会は、これまで米や大豆、麦の種子などを守ってきた主要農作物種子

法（種子法）が 4月 1日に廃止されたことを受け、同法廃止の問題点を考えるた

め企画したもの。

　第 1部では、種子法廃止による種子の価格高騰や品質低下などを防ぐため、主
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支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　ysng@doc-net.or.jp　担当； 吉永まで

☆北播支部ニュースへの投稿を募集しています

（1面のつづき）

「種子法廃止」学習会参加者アンケートより

通話料無料　（0120）979-451

健康情報テレホンサービス

月曜日　60 歳を過ぎてからの女性器出血

火曜日　よく噛むことと認知症予防

水曜日　女性に多い膠原病

木曜日　水泳と耳鼻科の病気

金土日　薬物乱用・薬物依存症

（16 日 ( 月 ) は金土日のテーマを放送）

月曜日　失明につながる眼の病気

火曜日　歯に寿命はあるか

水曜日　怖い頭痛、怖くない頭痛 

木曜日　繰り返す女性の膀胱炎

金土日　爪に入った水虫

<6 月のテーマ > <7 月のテーマ >

　「参加者アンケート」に寄せられた声は以下の通り (抜粋 )

・種子の大切さ、大企業の権利だけを守るＴＰＰなど絶対に許さない運動が必要。国家戦

略に "踊らされない”ことが必要だと感じました（67 歳　男性）

・農作物の種子とは家庭菜園程度の係わりですが、主要農作物に及ぼす影響は深刻と感じ

ました（77 歳　男性）

・種子法が果たしてきた役割の要点がよくわかりました。言葉は難しいですが、今後勉強

していきたいです (40 歳　女性 )

・農業者にとって今一番の課題は後継者問題です。実は身近な種子法でしたが、恥ずかし

ながら廃止になったとは知りませんでした。種子の大切さ、現状の問題を行政やＪＡも巻

き込んで訴えていく必要があると思います (77 歳　男性　農業 )

・種子法廃止については、新聞等で少し知っていた程度でしたが、今回の企画で概要がわかっ

た。兵庫県が全国に先駆けて条例をつくったことは大変重要。ただし、ＪＡがどこまで関

心があり、今後どうするのか知りたい (67 歳　女性 )

◆北播支部の会員数と組織率
　５/16 現在　医科 173 人（89％）、歯科 88 人（62％）

◆情勢と医療運動対策
　政府の「財政健全化計画」と「骨太の方針」の内容について議論。患者負担増計画の 

    方向性について意見交換した。

◆当面の支部活動
　支部総会記念講演「医院継承の準備と留意点～第 3 者継承を中心に」
　日　時　6 月 30 日（土）15 時 15 分～　於・滝寺荘　
　講　師　日本経営ウィル税理士法人　税理士　緒方　聡氏
　参加費　無料
◆次回幹事会
　６月 20 日（水）19 時 30 分～　小野市・加東市医師会館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1817  吉永　まで

世話人会だより

第 335 回　5 月 16 日 ( 水 ) 小野市・加東市医師会館　参加 10 人

　協会では、４月より「組織強化月間」に取り組んでいます。

　多くの新規開業、病院勤務の先生方に保険請求対策、審査指導対策、新規開業医研究

会、臨床研究会、歯科定例研究会等の参加、３大共済制度（グループ保険・保険医年金・

休業保障制度）の利用でご入会を呼びかけてまいります。

　会員の先生はもちろん非会員の先生にも「頼りになり役に

立つ協会」を知っていただき、身近な存在と感じていただけ

ればと考えております。

　つきましては、ご家族やお知り合いの先生で、まだ協会未

入会の先生がいらっしゃいましたら、紹介状などのご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

お問い合わせ等は、組織部（℡ 078-393-1817）まで

ご家族・お知り合いの先生を

ご紹介ください

要農産物種子生産条例を制定した兵庫県から、農林水産局農産園芸課の寺尾氏が、

県条例成立の経緯などを話題提供した。

　第 2 部では、DVD「日本の種子はどうなる？」を鑑賞。民間企業に種子市場が

開放され、食糧が今まで以上に多国籍企業に支配されてしまう危険性が指摘され、

参加者からは「国の根幹を揺るがしかねない。広く一般に知らせるべき」などの

意見が出された（次号に感想を掲載予定）。


